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大分県における令和３年の労働災害発生状況 

～ 死亡者数は前年比３人減少、死傷者数は平成 21 年以降で最多 ～ 
  

大分労働局（局長 中山晶彦）では、このたび、令和３年に大分県内で発生した   

労働災害発生状況を取りまとめましたので公表します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

令和４年６月６日 

令和４年７月１日（一部訂正） 

【照会先】 

大分労働局 労働基準部 

健康安全課長  堀 哲弥 

健康安全係長  阿南 宏幸 

電話 ０９７-５３６－３２１３ 

大分県の労働災害発生状況の概要 

１ 死亡者数 

（１）全産業における死亡者数は 10 人で、前年から３人減少した。 

（２）業種別では、建設業が４人と最も多く、運輸交通業が３人、製造業が２人、 

その他の事業が１人であった。 

（３）このうち、業務上疾病による死亡者は１人で、硫化水素中毒によるものであ

った。 

２ 死傷者数 

（１）全産業における休業４日以上の死傷者数は 1,379 人と、前年から 89 人 

（6.9％）増加し、平成 21 年以降では最多となった。 

（２）業種別では、多い順に、保健衛生業 284 人、製造業 235 人、建設業 201 人、

商業 200 人、運輸交通業 126 人であった。 

（３）主な業種における前年比増加率は、高い順に、保健衛生業＋54.3％（＋100

人）、農林業＋29.6％（＋16 人）、畜産・水産業＋9.1％（＋２人）、商業＋7.0％

（＋13 人）、運輸交通業＋2.4％（＋３人）などであった。 

（４）主な業種における前年比減少率は、高い順に、清掃・と畜業 －16.9％ 

（－12 人）、建設業－8.2％（－18 人）、製造業－4.1％（－10 人）、通信業

－3.3％（－１人）などであった。 

（５）事故の型別では、12 年連続で「転倒」383 人（27.8％）が最も多く、     

次いで「墜落、転落」218 人、「その他」159 人、「動作の反動、無理な動作」

141 人、「はさまれ、巻き込まれ」122 人であった。 

（６）年齢別では、「60 歳以上」の占める割合が 32.8％と高くなっている。 

（７）新型コロナウイルス感染症の罹患によるものは 150 人（10.9％）であった。 

（８）熱中症によるものは９人（0.7％）であった。 

（９）外国人労働者は８人（0.6％）であった。 
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